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〒142-0041 東京都品川区戸越3丁目9-20
ＴＥＬ.03-3786-1226　ＦＡＸ.03-3786-1264
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事 業 年 度

株 主 確 定 基 準 日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

証 券 コ ー ド

上場金融商品取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会　　　毎年3月31日
期末配当金　　　　毎年3月31日
中間配当金　　　　毎年9月30日
※期末配当のみとさせていただきます。

毎年6月開催

100株

6258

大阪証券取引所 JASDAQ市場

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

公 告 方 法

大阪市中央区北浜4丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲2丁目3番1号
住友信託銀行株式会社 証券代行部
〈郵便物送付先〉
〒１８３-８７０１ 東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社 証券代行部
〈電話照会先〉
0120-176-417（フリーダイヤル）

当社のホームページに掲載します。ただし、
事故その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に掲載して公告します。

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。
証券会社に口座を開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

当社ホームページの個人投資家向けのページ
には、当社の事業内容、業績の推移、あゆみなど
様々な情報を掲載しています。ぜひご覧ください。

●ＩＲ情報に関するお問い合わせ先
　平田機工株式会社　経営企画部　ＩＲ・広報室

TEL

FAX

E-mail

096-272-5558
096-272-3618
hirata_ir@hirata.co.jp 

平田機工株式会社ホームページ

http://www.hirata.co.jp
IR情報

http://www.hirata.co.jp/ir/

その他のIR情報

株主メモ（株式のご案内）

株式メモおよびその他のIR情報

平成23年4月1日～平成23年9月30日

第61期
第2四半期



■平成24年3月期 第２四半期
　累計実績と通期業績予想（連結）

売上高

営業利益

経常利益

四半期（当期）純利益

1株あたり四半期（当期）純利益

1株あたり配当金

260億円

9.9億円

9.4億円

3.9億円

37.28円

0.00円

500億円

16億円

14億円

8億円

76.14円

15.00円

第2四半期
累計実績 通期業績予想

売上高（百万円） 営業利益率（％）

■連結売上高・営業利益率推移

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期

33,455

47,237 49,710
44,142

1.1

4.04.0

4.7△△

24年3月期
（予想）

50,000

3.23.2

6.76.7

トップメッセージ

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。第61期第2四半期累計期間（平成23年

4月1日～平成23年9月30日）の事業概況を以下の通り、ご報告させていただきます。

　当期間の世界経済は、緩やかな回復は継続したものの欧州でのギリシャをはじめとする財政問題、米国での失業率の高

止まりや個人消費の伸び悩みに加え、これまで世界経済を牽引してきた新興国については高い成長率で推移していました

が、物価上昇や段階的な金融の引き締め政策などの実施により景気回復のペースは鈍化しました。

　このような経営環境のもと、当社グループにおきましては、円高進行や受注価格の低下など厳しい状況で推移することが

予測される中、ローコストデザインによる原価低減や生産負荷調整による生産効率の向上などの取り組みにより、当期間の

連結売上高は260億43百万円（前年同期比75.7%増）となりました。

　事業別分野では、自動車分野において、北米の自動車メーカー向けなどの売上により大幅増収となり、FPD分野では、前

期より受注しておりました中国の液晶メーカー向けの搬送装置を予定どおり売上げ増収、半導体分野でも、大型製造受託

案件の売上が大きく貢献し、増収となりました。物流機器および家電関連分野においては、タイヤ業界向けの設備の売上が

低調に推移しました結果、減収となりました。

　利益面では、売上高の増加などにより、営業利益は9億93百万円(前年同期比625.0%増)、経常利益は9億45百万円

（前年同期は54百万円の経常利益)、四半期純利益は3億91百万円（前年同期比1.7%減）となりました。

代表取締役会長　

平田 耕也
代表取締役会長　

平田 耕也
代表取締役社長　

平田 雄一郎
代表取締役社長　

平田 雄一郎

　当社は、平成23年11月10日に当第2四半期連結

累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知ら

せを発表しました。売上高は、当社および海外関係会

社の売上予定案件の一部が下期にずれこんだことや

国内関係会社の一部で売上が低迷したことなどから予

想を下回りました。これに伴い、利益も予想を下回った

ものの、黒字を確保することができました。

　当期の見通しにつきましては、欧州での財政問題や

ドル不安、急激な円高とその定着化などにより、国内設

備投資の低迷は続くと予想され、国内企業の海外への

工場移転は加速すると思われます。

　このような中、当社グループにおきましては、引き続

き事業環境の変化に伴う取り組みを行っていくととも

に、成長事業へのシフトやグローバルな営業活動の強

化、そして当社の既存事業に独自の付加価値をプラス

することにより、事業の持続性を高めてまいります。

　今後とも今まで培ってきた変化力を武器に、新しい

モノ造りを考えてまいります。株主・投資家の皆様にお

かれましては、一層のご支援とご協力を賜りますよう、

心よりお願い申し上げます。

通期業績の見込みについて
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処理工程の入口
（当社製品）

①FOUP

②FOUP
　オープナ
②FOUP
　オープナ

開閉 開閉

ウェーハ

④EFEM ⑤処理装置
　（真空）

③ウェーハ
　搬送ロボット
③ウェーハ
　搬送ロボット

処理工程
（お客さま対応）

現有の五面加工機（一部）

増設した棟

9月に新しく導入した五面加工機

　今回リリースしたFOUPオープナとウェーハ搬送ロボットは、ICチップやLSI（大規模集積回路）などの半導体製品をつくる過程において、
主に原材料となるウェーハの搬送に使用される製品です。高性能の新製品を市場に投入することにより、お客さまのさらなるご期待に応
え、半導体関連設備の売上増につなげてまいります。

　Hirataは、世界の生産設備メーカーに例をみない最新鋭の大型五面加工機を多数保有しており、当社の製品を構成

する部品加工の大部分を自社にて内製できます。これにより低コストと短納期を実現し、Hirataのモノ造り力へとつなげ

ています。

　新しい五面加工機の導入により、現有の五面加工機に比べ1.5倍の大きさの部材が加工できるようになり、生産能力

が拡大します。また、大型の次世代真空チャンバーへの対応も可能となります。Hirataはこれらの五面加工機を活用し、

さらなる「大型、高精度、短納期｣の内製能力拡大を目指し、モノ造り力を高めてまいります。1．ウェーハは、清浄空間に保たれたFOUPと呼ばれる容器①に収納
され、各処理工程の入口まで搬送されます。

２．搬送された容器を、各処理工程の前方にあるFOUPオープナ②が
開閉します。

３．ウェーハ搬送ロボット③が、容器内からウェーハを1枚ずつ取り
出します。

４．ウェーハは、FOUPオープナとウェーハ搬送ロボットとこれらを組み
合わせた装置であるEFEM④（Equipment Front End Module）
後方の開口部より、処理装置⑤へと搬送されます。

５．搬送されたウェーハは、処理装置で回路焼き付けやカッティング、
光剤塗布などの処理が行われます。

　半導体製造装置分野において300mmウェーハに対応した業界最高水準となる高性能FOUPオープナと、
新型ウェーハ搬送ロボットを開発いたしました。

トピックス

　当社は、2011年8月、熊本工場敷地内に新しく工場棟を増設

しました。増設した棟には、当社では最大となる五面加工機を

導入し、9月1日から稼働を開始しました。五面加工機は、上面、

両側面、両端面の5方向から高精度一体加工ができる工作機械

で、各事業部門の製品に必要な部材の切削や穴加工に使用して

います。

現有の五面加工機より1.5倍の大きさの部材が加工できる、五面加工機を導入いたしました。

熊本工場に新棟を増設、Hirata最大の五面加工機を導入新型FOUPオープナおよびウェーハ搬送ロボットを開発

FOUPオープナ

Hirataが保有する大型五面加工機

製品の役割

　ウェーハをクリーン環境にて
搬送するロボットです（FOUP
から取り出し、プロセス処理装
置への搬送にも使用されてい
ます）。
　新たに、速度向上となめらか
な連続動作、各軸構成の豊富
なバリエーション、自社独自開
発の制振制御搭載による振動
防止などを実現しました。

ウェーハ搬送ロボット

　FOUP(収納容器)からウェー
ハを出し入れする際に、FOUP
のフタの開閉を行います。
　今回の開発により、業界トッ
プクラスの高速動作、清浄空間
の確保による線幅22nm（ナノ
メートル）のスーパークリーン
対応、短時間での簡単な据付
などを実現しました。

(2011年9月)(2011年9月)
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物流機器および家電関連生産設備事業半導体関連生産設備事業FPD関連生産設備事業

売上高
単位：百万円

受注高 受注残高

6,2176,217

売上高
単位：百万円

受注高 受注残高 売上高
単位：百万円

受注高 受注残高

6,0956,095

3,8453,845

売上高
単位：百万円

受注高 受注残高

23年
9月期

22年
9月期

23年
9月期

22年
9月期

23年
9月期

22年
9月期

自動車関連生産設備事業

5,5475,547

1,2641,264
2,2232,223

8,2968,296

55億円

+338.8％
売 上 高

対前年同期
増減率

62億円

+179.6％
売 上 高

対前年同期
増減率

82億円

+175.0％
売 上 高

対前年同期
増減率

38億円

△36.9％

ロードポート、ウェーハ搬送ロボット、EFEM（ウェーハの処理を行うプロセス
装置の前面にあり、ロードポートやロボットを組み込んだ装置）の製造・販売

家電関連分野では、薄型テレビ、冷蔵庫などの自動組立設備、タイヤ
関連分野では、タイヤ搬送機、タイヤ仕分け機などを製造・販売

液晶・PDP（プラズマ・ディスプレイ・パネル）のもととなるガラス基板を
搬送するシステム、ガラス基板に感光剤を塗布する装置の製造・販売

エンジン、トランスミッションなどの自動車の駆動系主要部品をはじ
め、制御用電子機器、車載用電子部品などの組立設備の製造・販売

23年
9月期

22年
9月期

23年
9月期

22年
9月期

23年
9月期

22年
9月期

3,1473,147

1,7581,758

23年
9月期

22年
9月期

7,1457,145
6,2916,291

23年
9月期

22年
9月期

23年
9月期

22年
9月期

5,1645,164

2,9222,922

23年
9月期

22年
9月期

3,9883,988

2,0532,053

23年
9月期

22年
9月期

5,7595,7595,759
6,8216,8216,5796,5796,2926,292

21.3％ 23.9％ 31.8％ 14.8％

4,5614,561
5,1695,169

23年
9月期

22年
9月期

3,0523,052

4,8174,817

3,0163,016

真空リフロー炉エンジン組立ライン 第５～６世代ガラス基板搬送ロボット ソーラーモジュール組立装置 EFEM ウェーハ搬送ロボット 自動倉庫 精密機器自動組立設備

事業部門別概況

第61期 第2四半期実績
　北米完成車メーカー向けや国内自動車部品メーカー向
けなどの売上が堅調に推移した結果、売上高は55億47百
万円（前年同期比338.8%増）となり、大幅に増収しました。
円高やタイの洪水の影響が懸念されますが、日系メーカー
も震災復興に伴い回復基調にあり、北米メーカーにおいて
は今後も設備投資が続く見通しであり、引き続き安定した
受注確保に向けた営業体制の強化に努めていきます。

第61期 第2四半期実績
　国内メーカーからの受注が堅調に推移したことに加
え、塗布装置（ヘッドコーター）や前期より受注しており
ました中国液晶メーカー向けの搬送装置などを予定ど
おり売上げ、売上高は62億17百万円（前年同期比
179.6%増）となり、受注高につきましても増加となり
ました。

第61期 第2四半期実績
　ウェーハハンドリング装置を中心とした半導体分野
においては、半導体市場の回復に加え、大型製造受託
案件が大きく貢献した結果、売上高は82億96百万円
（前年同期比175.0%増）の増収となりました。受注環
境は必ずしも良好とは言えませんが、高機能の新商品
の市場投入により半導体機器のさらなる受注拡大を図
ります。

第61期 第2四半期実績
　物流機器および家電関連生産設備事業においては、
家電業界向け設備およびタイヤ業界向けの設備の売上
が低調に推移し、売上高は38億45百万円（前年同期比
36.9%減）となりました。タイヤ関連は、国内での震災に
よる低迷を脱し回復基調にあり、家電関連は、引き続き新
興国を中心とした需要が増加すると見込んでいます。

売 上 高

対前年同期
増減率

5 6



営業活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
増加額又は減少額（△）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

■四半期連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

科　目

【資産の部】

流動資産
　現金及び預金 
　受取手形及び売掛金
　商品及び製品
　仕掛品
　原材料及び貯蔵品
　繰延税金資産
　その他
　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物（純額）
　　土地
　　その他
　無形固定資産
　投資その他の資産

資産合計

前連結会計
年度末に係る要約
連結貸借対照表
（23.3.31）

当第2四半期
連結会計期間末
（23.9.30）

前第2四半期
連結会計期間末
（22.9.30）

40,969
7,924

25,727
318

3,865
302

2,036
840
△ 45

19,569
15,805
4,626
9,790
1,389

367
3,395

60,538

39,779
5,668

25,590
353

5,124
401

1,817
868
△ 44

19,258
15,735
4,623
9,797
1,314

344
3,178

59,038

31,959
7,487

16,005
267

5,659
383

1,591
679

△ 114
20,292
15,849
4,650
9,796
1,402

368
4,074

52,252

科　目

【負債の部】

流動負債
　支払手形及び買掛金
　短期借入金
　一年以内返済予定の長期借入金
　一年以内償還予定の社債
　賞与引当金
　その他
固定負債 
　社債
　長期借入金
　退職給付引当金
　その他
負債合計 
【純資産の部】

株主資本 
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額 
少数株主持分 
純資産合計
負債純資産合計

前連結会計
年度末に係る要約
連結貸借対照表
（23.3.31）

当第2四半期
連結会計期間末
（23.9.30）

前第2四半期
連結会計期間末
（22.9.30）

29,773
13,429
6,104
4,067
1,250

69
4,852

13,493
750

7,558
1,492
3,692

43,266

13,579
2,633
2,322
8,865
△ 243
3,425

266
17,271
60,538

27,617
11,985
6,897
2,806
1,250

129
4,549

13,993
375

8,674
1,380
3,563

41,611

13,812
2,633
2,322
9,099
△ 243
3,408

205
17,427
59,038

20,257
6,718
4,896
5,163

800
80

2,598
15,347
1,625
8,464
1,622
3,635

35,605

13,035
2,633
2,322
8,322
△ 243
3,371

239
16,646
52,252

■四半期連結損益計算書 （単位：百万円） ■連結キャッシュフロー計算書 （単位：百万円）

科　目

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税金等調整前
四半期（当期）純利益
　法人税等
　少数株主利益
四半期（当期）純利益

科　目
前　期当第2四半期

連結累計期間
前第2四半期
連結累計期間

自 22.4.1
至 23.3.31

自 23.4.1
至 23.9.30

自 22.4.1
至 22.9.30

前　期当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

自 22.4.1
至 23.3.31

自 23.4.1
至 23.9.30

自 22.4.1
至 22.9.30

44,142
37,310

6,832
5,050
1,781

158
385

1,554
429
446

1,537

599
△ 3
941

26,043
22,350

3,693
2,700

993
123
171
945

1
41

906

575
△ 61

391

14,822
12,282

2,539
2,402

137
82

165
54

207
6

254

△ 116
△ 27

398

△ 1,118

△ 301

△ 731

△ 45

△ 2,197

10,121

7,924

△ 1,897

△ 425

67

0

△ 2,255

7,924

5,668

△ 3,052

△ 46

529

△ 65

△ 2,634

10,121

7,487

連結財務諸表（要約）
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　 営業活動による
　 キャッシュフロー
営業活動によるキャッシュフロ
ーは、税金等調整前四半期純利
益9億6百万円に対し、たな卸資
産の増加13億79百万円、仕入
債務の減少14億22百万円な
どにより、18億97百万円の支
出となりました。

　 売上高
FPD関連、半導体関連での売
上増に加え、自動車分野におい
て北米の自動車メーカー向け
の案件を中心とした売上が大幅
な増収となり、売上高は、前年
同期比75.7%増の260億43
百万円となりました。

10 　 財務活動による
　 キャッシュフロー
財務活動によるキャッシュフロ
ーは、長期借入れによる収入
25億円、長期借入金の返済に
よる支出26億44百万円、社債
の償還による支出3億75百万
円などにより、67百万円の収
入となりました。

11

8765

9

　 支払手形及び買掛金
支払手形及び買掛金は、国内お
よび中国メーカーとの取引の
増加や買掛金の減少により、前
期末比14億44百万円の減少
となりました。

1 2 3 4　 現金及び預金
現金及び預金は、生産高の増加
に伴い、運転資金需要が増加し
た結果、前期末比22億55百
万の減少となりました。

　 仕掛品
仕掛品は、海外子会社の仕掛増
加などにより、前期末比12億
58百万円の増加となりました。

　 有利子負債
有利子負債は、運転資金需要の
増加に伴い、短期借入を増やし
た一方、長期借入金は予定通り
の返済が進んで減少し、前期末
比2億73百万円の増加となり
ました。

ポイント 　 投資活動による
　 キャッシュフロー
投資活動によるキャッシュフロ
ーは、投資有価証券の取得によ
る支出1億9百万円、有形固定
資産の取得による支出3億8百
万円などにより、4億25百万円
の支出となりました。

ポイント

　 営業利益
売上高の増加により営業利益
は、前年同期比8億56百万円
の増加となりました。

　 経常利益
経常利益は、売上高の増加およ
び営業利益の増加などにより、
前年同期比8億91百万円の増
加となりました。

　 特別利益
特別利益は、固定資産の売却な
どにより、前年同期比2億5百
万円の減少となりました。

ポイント

2

1 3

4

4

5

6

7

8

10

11

9



財務ハイライト 会社概要および株式の状況

会 社 名

会 社 設 立

資 本 金

従 業 員 数

業 務 内 容

本社所在地

役 員平田機工株式会社

1951年12月29日

2,633百万円

1,854名（連結 平成23年9月30日現在）

各種生産システム、産業用ロボットおよび
物流関連機器等の製造ならびに販売

東京都品川区戸越3丁目9番20号

代表取締役会長

代表取締役社長

取締役副社長執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

平田　耕也

平田雄一郎

橘　　勝義

坂本　広徳

松永　盛文

田中　敏治

平田　宏之

小川　克眞

村田　邦夫

山田　　昭

中村　洋一

堤　　春生

藤原　五男

藤本　　勝

平賀　靖英

大田　謙次

37,000,000 株

10,756,090 株

2,579 名

●発行可能株式総数

●発行済株式総数

●株主数

●所有者別株式分布状況

●所有株数別株式分布状況

■大株主の状況

株式の状況（平成23年9月30日現在）

会社概要（平成23年9月30日現在）

平田　耕也
平田機工社員持株会
平田　紀生
ＳＭＣ株式会社
平田　宏之
平田　満
株式会社肥後銀行
平田　雄一郎
平田　滋夫
有限会社コンパス

994,462
839,310
575,162
500,000
464,972
457,629
456,000
402,200
363,044
224,000

9.25
7.80
5.35
4.65
4.32
4.25
4.24
3.74
3.38
2.08

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

上記のほか、当社が保有している自己株式が249,387株あります。

外国法人等
0.9%その他の法人

10.1%

金融機関
11.0%

証券会社
1.1%

個人その他
74.6%

自己名義株式
2.3%

５,０００～９,９９９株
2.5%

１～９９９株
4.5%

１００,０００株以上
77.0%

１,０００～４,９９９株
7.9%

５０,０００～９９,９９９株
3.1%

１０,０００～４９,９９９株
5.0%

総資産／純資産 1株あたり純資産額

キャッシュ・フロー 事業別売上高および比率

1株あたり四半期純利益

売上高 経常利益（損失） 四半期（当期）純利益（損失）

２1年
9月期

２2年
9月期

２1年
9月期

１９年
9月期

２０年
9月期

２2年
9月期

総資産 純資産

第2四半期累計 通期 通期予想

自己資本比率

（百万円）
第2四半期累計 通期 通期予想

（百万円）
第2四半期累計 通期 通期予想

（百万円）

（円） （円）

（百万円） （%）

２1年
３月期

２3年
３月期

２2年
３月期

２０年
３月期

２1年
３月期

２3年
３月期

２2年
３月期

２０年
３月期

２1年
3月期

２2年
3月期

２3年
3月期

33,45533,455

その他物流・家電
14.8% 8.2%

自動車

21.3%

FPD
23.9%

半導体
31.8%

（百万円）

47,23747,237 49,710

20,80620,806 20,35420,354
16,78516,785

１９年
9月期

２０年
9月期

２０年
3月期

180180

2,944 2,945

1,5761,576

193193 241241 54

1,5541,554

２4年
３月期

945945
1,400 1,400 1,8321,832

4343
260260

648648
1212

3,568

52,252

16,64616,646

31.431.4

23年
9月期

5,5475,547

6,2176,2178,2968,296

3,8453,845

2,1362,136

その他 FPD
15.0%15.0%

自動車

8.5%

半導体
20.4%

物流・家電
41.1%

22年
9月期

1,2641,264
2,2232,223

3,0163,0166,0956,095

2,2222,222

21年9月期

（百万円）

19年9月期 20年9月期

営業CF 投資CF 財務CF

3,204

767767 762762

1,019
1,464

3,783

149

767 762

4,099

22年9月期

3,052

46

529

23年9月期

1,897

425

67

1,5311,531

19年
9月期

20年
9月期

21年
9月期

22年
9月期

55,82955,829

65,25665,256

20,24720,247

35.535.5
30.630.6 29.429.4

55,82955,829

17,03417,034

57,02657,026 59,03859,038

17,42717,42717,427

29.229.229.2

23年
9月期

20,10320,103

1,844.29
60.34

1,876.75

1.17

24.8024.80

1,595.41 1,561.63

２3年
9月期

1,639.10 

37.9337.93

２3年
9月期

37.2837.28

398398
941941

２4年
３月期

391391
800800

14,82214,822

44,14244,142

２4年
3月期

26,04326,043

50,000 50,000 
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